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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

材料力学，熱力学，流体力学の基礎的事項を理解していること．基礎的事項を理解していること．を理解していること．理解していること．していること．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

CAE演習 (Exercise of Computer Aided Engineering)

鈴木 隆起 教授, 村田 斉藍 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

機械工学科・5年E組・前期・必修・1単位【演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

製品の開発には，コンピューター技術を用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目での基礎的事項を理解していること．開発には，コンピューター技術を用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でには，コンピューター技術を用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でを理解していること．用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でいての基礎的事項を理解していること．設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でやシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でシミュレーションが必要不可欠となる．本科目で必要不可欠となる．本科目でとなる．本科目で
は，CAE（Computer Aided Engineering）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対してにおける一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対しての基礎的事項を理解していること．流れを理解していること．理解していること．するために，簡単なモデルに対してに対してしてCADによる設
計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でを理解していること．行うとともに，構造解析（うとともに，構造解していること．析（FEM）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対しておよび流体解析（流体解していること．析（CFD）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対しての基礎的事項を理解していること．概要の基礎的事項を理解していること．理解していること．と，それらの基礎的事項を理解していること．演習を理解していること．実施する．する．

【A3】CAEの基礎的事項を理解していること．概要について理解していること．し，有限要素法，有限体積法などの基礎的事項を理解していること．解していること．析手
法の基礎的事項を理解していること．概要について理解していること．する．

CAEの基礎的事項を理解していること．概要に対してする理解していること．度シラバスおよび流体解析（，有限要素法，有限体積法などの基礎的事項を理解していること．解していること．析手法
に対してする理解していること．度シラバスを理解していること．課題などで評価する．などで評価する．する．

【A3】CADソフトを用いて簡単なを理解していること．用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でいて簡単な3D図面を書くことができる．を理解していること．書くことができる．くことが必要不可欠となる．本科目でできる． CADソフトを用いて簡単なを理解していること．用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目でいた3D図面を書くことができる．の基礎的事項を理解していること．作成能力を理解していること．提出課題などで評価する．で評価する．する．

【A4-M1】構造解していること．析（FEM）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対しての基礎的事項を理解していること．概要を理解していること．理解していること．し，簡単な構造解していること．析を理解していること．実施する．でき
る．

構造解していること．析（FEM）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対してに対してする具体的な例題などで評価する．に対してして解していること．析を理解していること．実施する．するとともに，提
出課題などで評価する．で評価する．する．

【A4-M2】流体解していること．析（CFD）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対しての基礎的事項を理解していること．概要を理解していること．理解していること．し，簡単な熱流体解していること．析を理解していること．実施する．で
きる．

流体解していること．析（CFD）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対してに対してする具体的な例題などで評価する．に対してして解していること．析を理解していること．実施する．するとともに，提
出課題などで評価する．で評価する．する．

成績は，課題は，課題などで評価する．100%　として評価する．する．課題などで評価する．は，3D図面を書くことができる．作成課題などで評価する．を理解していること．20%，FEM解していること．析課題などで評価する．を理解していること．40%，CFD解していること．析課題などで評価する．を理解していること．40%とし
て評価する．する．100点満点で60点以上を合格とする．を理解していること．合格とする．とする．

プリントを用いて簡単なおよび流体解析（webテキストを用いて簡単な

「基礎からの基礎的事項を理解していること．FreeCAD」：坪田 遼（(I・O BOOKS))
「FreeCADで始めるめるCAE設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目で入門」： Amazon S)ervices International， Inc.
「OpenFOAMによる熱移動と流れの数値解析」：春日悠・今野雅（森北出版）と流れの基礎的事項を理解していること．数値解していること．析」：春日悠・今野雅（森北出版）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して

材料力学I（3年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して，材料力学II（4年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して，材料力学III（5年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して，流体力学I（4年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して，流体力学II（5年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して，熱力学I(4年)，熱力学II(5
年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して，熱流体工学（5年）における一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対して

履修上のの評価方法と基準
注意事項



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 具体的な形状モデルの作成を行う．モデルに対しての基礎的事項を理解していること．作成を理解していること．行うとともに，構造解析（う．

3 具体的な形状モデルの作成を行う．モデルに対しての基礎的事項を理解していること．作成を理解していること．行うとともに，構造解析（う．

4 具体的な形状モデルの作成を行う．モデルに対しての基礎的事項を理解していること．作成を理解していること．行うとともに，構造解析（う．

5 具体的な形状モデルの作成を行う．モデルに対しての基礎的事項を理解していること．作成を理解していること．行うとともに，構造解析（う．

6 有限要素法による構造解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

7 有限要素法による構造解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

8 有限要素法による構造解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

9 有限要素法による構造解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

10 有限体積法による流体解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

11 有限体積法による流体解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

12 有限体積法による流体解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

13 有限体積法による流体解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

14 有限体積法による流体解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．

15 有限体積法による流体解していること．析を理解していること．，具体的な形状モデルの作成を行う．に対してして実施する．し，解していること．析結果を理解する．を理解していること．理解していること．する．
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中間試験および流体解析（定期試験は実施する．しない．

授業の計画（CAE演習）

授業概要および流体解析（，有限要素法，有限体積法などの基礎的事項を理解していること．解していること．析手法の基礎的事項を理解していること．概要説明
CAEの基礎的事項を理解していること．概要やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目で用いての設計やシミュレーションが必要不可欠となる．本科目で途，一連の流れを理解するために，簡単なモデルに対しての基礎的事項を理解していること．解していること．析フローについて理解していること．する．また，CAEを理解していること．行うとともに，構造解析（う上を合格とする．で必要となる，基本的な数値解していること．析的手法の基礎的事項を理解していること．概要に
ついて理解していること．する．また，CAEとAI・データサイエンス分野の基礎的事項を理解していること．融合領域について説明する．について説明する．

3次元CADによるモデルに対して作成1

3次元CADによるモデルに対して作成2

3次元CADによるモデルに対して作成3

3次元CADによるモデルに対して作成4

有限要素法による構造解していること．析1

有限要素法による構造解していること．析2

有限要素法による構造解していること．析3

有限要素法による構造解していること．析4

有限要素法による流体解していること．析1

有限要素法による流体解していること．析2

有限要素法による流体解していること．析3

有限要素法による流体解していること．析4

有限要素法による流体解していること．析5

有限要素法による流体解していること．析6

備など）
考
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